
　
前
回
は
、
動
画
を
T
e
a
m
s
の
掲
示
板
機
能

を
使
っ
て
共
有
し
、
生
徒
の
学
習
の
振
り
返
り
に

活
用
さ
せ
る
実
践
事
例
を
紹
介
し
た
が
、
今
回
は

単
元
の
学
習
過
程
に
お
い
て
I
C
T
機
器
を
活
用

し
た
例
を
紹
介
し
た
い
と
考
え
る
。

　
ま
ず
初
め
に
紹
介
す
る
の
は
、「
君
待
つ
と
―

万
葉
・
古
今
・
新
古
今
」
を
教
材
に
、
ア
ン
ソ
ロ

ジ
ー
の
編
集
に
取
り
組
ん
だ
単
元
で
あ
る
。
ア
ン

ソ
ロ
ジ
ー
は
、
教
科
書
・
百
人
一
首
所
収
の
和
歌

か
ら
気
に
入
っ
た
和
歌
一
首
と
、
そ
れ
と
趣
旨
の

似
た
現
代
詩
・
歌
詞
を
一
〜
二
編
を
選
ぶ
だ
け
で

な
く
、
そ
れ
ら
を
合
わ
せ
て
紹
介
す
る
文
章
を
書

く
こ
と
を
課
し
た
。

　
教
科
書
所
収
の
和
歌
に
つ
い
て
は
、
修
辞
法
を

教
え
る
過
程
で
内
容
を
つ
か
ま
せ
た
が
、
そ
こ
か

ら
抜
け
た
和
歌
を
取
り
あ
げ
、
読
み
味
わ
う
活
動

に
取
り
組
ま
せ
た
。「
味
わ
う
」
活
動
な
の
で
、

少
人
数
の
学
習
グ
ル
ー
プ
で
意
見
交
流
し
な
が
ら

取
り
組
ま
せ
た
か
っ
た
が
、
お
り
か
ら
の
コ
ロ
ナ

第
６
波
に
よ
り
、
本
校
で
は
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を

ス
ト
ッ
プ
し
て
い
た
の
で
、
Ｗ
ｅ
ｂ
上
で
ワ
ー
ク

シ
ー
ト
に
書
き
込
む
こ
と
で
意
見
交
流
を
さ
せ
る

こ
と
を
試
み
た
。

（
１
）
単
元
名
　「
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
を
作
ろ
う
〜
過

去
と
今
と
を
つ
な
ぐ
」

（
２
）
教
材
　「
君
待
つ
と
―
万
葉
・
古
今
・
新
古

今
」（
光
村
図
書
）

（
３
）
単
元
の
流
れ

　
①
言
語
活
動
の
ゴ
ー
ル
を
知
る

　
②
和
歌
の
修
辞
法
を
学
ぶ

　
③
和
歌
を
味
わ
う

　
④
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
を
編
集
す
る

（
４
）
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
ポ
イ
ン
ト

・
C
l
a
s
s
　
N
o
t
e
b
o
o
k
の

c
o
l
l
a
b
o
r
a
t
i
o
n 

s
p
a
c
e

に
少
人
数
学
習
グ
ル
ー
プ
の
数
だ
け
作
業
ス

ペ
ー
ス
を
作
り
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
画
像
貼
り

付
け
す
る
。

　

そんな先生方のために，秀学社国語科通信シリーズをスタートします。

●国語科の授業のアイデアを広げたい！
●具体的な実践事例を知りたい！
●授業の導入に使える小話はないだろうか？

和歌をどう読み味わったのか、
Class Notebookを使って
発表する
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・
生
徒
は
自
分
の
グ
ル
ー
プ
番
号
の
作
業
ス
ペ
ー
ス
に
入

り
、
自
分
の
考
え
を
書
き
込
む
。

・
書
き
込
ま
れ
た
仲
間
の
意
見
は
自
分
た
ち
で
ま
と
め
、
発

表
に
備
え
る
。

・
教
室
の
ス
ク
リ
ー
ン
に
各
グ
ル
ー
プ
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を

提
示
し
、
発
表
さ
せ
る
。

（
５
）
成
果

　
ス
ク
リ
ー
ン
に
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
が
示
さ
れ
、
そ
れ
に
基
づ

く
発
表
と
な
る
の
で
、
発
表
者
が
取
り
組
み
や
す
い
の
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
聞
き
手
も
発
表
内
容
の
全
体
像
を
意
識
し

て
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

　
ス
ク
リ
ー
ン
に
提
示
さ
れ
た
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
か
ら
、
発
表

時
に
は
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
生
徒
の
意
見
に
注
目
し
発
問
を

す
る
な
ど
、
本
来
だ
と
埋
も
れ
て
い
た
は
ず
の
意
見
の
発
掘

が
で
き
た
。

（
６
）
課
題

　
C
l
a
s
s  

N
o
t
e
b
o
o
k
だ
け
の
使
用
は
、
課

題
の
方
が
大
き
い
よ
う
に
感
じ
た
。
ま
ず
、
生
徒
に
は
自
分

の
意
見
を
同
様
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
記
入
し
て
か
ら
取
り
組

ま
せ
た
が
、
学
習
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
の
意
見
を
交
流
す

る
手
立
て
を
準
備
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
意
見
を
集
約
し

づ
ら
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
次
に
、
授
業
用
の
パ
ワ
ー
ポ
イ

ン
ト
の
画
面
を
そ
の
ま
ま
貼
り
付
け
た
だ
け
だ
っ
た
の
で
、

生
徒
た
ち
の
思
考
過
程
も
分
か
ら
ず
、
教
師
の
発
問
が
和
歌

を
「
味
わ
う
」
に
資
す
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
、
不
明

瞭
に
な
っ
た
点
で
あ
る
。

　
当
た
り
前
の
こ
と
だ
が
、
用
い
る
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

機
能
に
応
じ
て
適
し
た
学
習
活
動
を
当
て
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。

　2022年は芥川龍之介の生誕130年の年です。35歳という若さでこの世を去った
芥川ですが、後に妻となった文へこんなラブレターを送っていました。
……この頃ボクは文ちゃんがお菓子なら頭から食べてしまいたい位可愛い気がし
ます。嘘じゃありません。文ちゃんがボクを愛してくれるよりか二倍も三倍もボ
クの方が愛している気がします。……
　妻への強い慕情がうかがえます。「ぼんやりした不安」を遺書に挙げ、自殺した
芥川。その本意に近づくことは難しく思えますが、このラブレターを読むと少し
だけ彼を身近に感じます。生誕130年の今年を機に、芥川作品に触れてみてはい
かがでしょうか。（編集部：大石） 参考：『文豪たちのラブレター』別冊宝島編集部（宝島社）

〔編集部のつぶやき〕
コクカフェ
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 LINE公式アカウント

▼役立つ情報を配信します。
　ぜひご登録ください。

所
属
は
令
和
三
年
度
三
月
末
日
の
も
の
で
す
。

▼各グループのワークシート

◀
作
成
し
た
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー

芥川龍之介 生誕130年
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